
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

  

  

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

85.5%

85.0%

84.9%

85.0%

12.3%

12.4%

14.2%

13.8%

2.2%

2.4%

0.5%

1.1%

0.0%

0.2%

0.4%

0.1%

朝食を食べていますか。

①毎日食べる ②ときどき食べない ③毎日食べない ④不明

33.7%

34.2%

39.8%

37.2%

31.2%

31.5%

28.5%

25.3%

10.3%

12.8%

12.9%

15.0%

16.2%

16.1%

10.8%

14.7%

1.9%

2.7%

3.9%

5.0%

6.8%

2.7%

4.1%

2.8%

朝食はどのようなものを食べましたか。

①主食のみ ②主食＋主菜 ③主食＋副菜
④主食＋主菜＋副菜 ⑤その他 ⑥不明

おうちの人とよみましょう。 

夏休みも終わり、２学期が始まりました。まだまだ暑い日が続きます。朝・昼・晩の３食をしっかり食べ、

早寝・早起きで生活リズムを整えて、元気に過ごしましょう。 

 

 

脳にエネルギー補給！ 

 

朝食を食べ、ゆっくりトイレに行って登校しよう 

主食（ごはんやパン） 

副菜（野菜のおかず） 

腸が刺激され、便通がよくなる！ 体温が上昇！体が元気に活動！ 

主菜（卵・肉・魚・大豆などのおかず） 
を食べて 

を食べて 

を食べて 

集中力アップ！ 

毎月１９日は食育の日 

山口県学校栄養士会では毎年、県内の小学校５年生と中学校２年生を対象に、食生活アンケートを行って

います。山陽小野田市の結果を紹介します。 

 

約 85％の児童生徒が

「毎日朝食を食べてい

る」と回答しており、山

陽小野田市の中学生の

割合が山口県の平均を

やや上回っていました。 

 

朝食の内容について聞い

たところ、市内の小学５

年生のうち「主食＋主菜

＋副菜」を食べている児

童が山口県の平均をやや

下回っており、主食しか

食べていない児童が多い

ことがわかりました。中

学 2年生では「主食＋主

菜＋副菜」を食べている

割合は県平均とほぼ同じ

でした。 

 

今回実施したアンケートの結果より、朝食を食べている児童生徒は多いですが、その内容は「主食のみ」

という児童生徒が多くいることがわかりました。朝食は１日を元気に過ごすために欠かせない食事です。

今、朝食を何も食べていない人は、まず何か食べるところから始めてみましょう。朝食を食べている人は、

ステップアップをして「主食＋主菜＋副菜」のそろったバランスのよい朝食を心がけましょう。しっかり

食べて元気に登校できるよう、御家庭で工夫されてみてください。 

 

発行元 学校給食センター 

山口県 

小学校 

山陽小野田市 

小学校 

山口県 

中学校 
山陽小野田市 

中学校 

小学 

５年生 

中学 

２年生 

山陽小野田市 

小学校 

山口県 

中学校 

山陽小野田市 

中学校 

小学 

５年生 

中学 

２年生 

山口県 

小学校 

理想 

９
月
号 

 

★お知らせ★ 
 ９月から市役所のホームページに「学校給食センター」のページを立ち上げました。 

 毎日の給食を紹介する『今日の給食』では、献立名と写真に一言メモを添えて毎日

正午頃に更新中！ 

 インターネットの検索サイトから「山陽小野田市 学校給食センター」で検索して、

ぜひご覧ください。 

 

朝食 

主 食 を 決 め ま し ょ う 主菜を決めま し ょ う 野菜・果物を添えましょう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

月

号 

発行元 学校給食センター 

毎月１９日は食育の日 

おうちの人とよみましょう。 

日中の暑さもやわらぎ、過ごしやすい季節になりました。スポーツの秋・読書の秋。運動や勉強など

何をするにも気持ちのよい季節です。規則正しい生活を心がけ、元気な体をつくり、さまざまなことに

チャレンジしましょう。 

成長期の体は、栄養をしっかりとるとともに適度な運動をしなければ、じょうぶな体をつくることが

できません。どのような食事をとればよいのか、考えてみましょう。 

秋は、さんま、さつまいも、栗、柿、きのこ類な

どおいしい食べ物がたくさんあります。秋を感じ

る食べ物をたくさん見つけ、家族で楽しく会話を

しながら、おいしく食事をしましょう。 

働く力のもとになるものばかり食べて

いても運動はできません。血や肉になる

ものや、からだの調子をととのえるもの

を食べると、たくさん運動ができる強い

からだをつくることができます。 

スポーツをしているからといって特別な栄養をとらなくても、１日に必要なエネルギー量と栄養バラン

スがとれていれば、問題はありません。左下の絵は、スポーツをしている人の食事例です。主食・主菜・

副菜・汁物・果物・牛乳がそろっています。 

バランスよく食べましょう 

ドライフルーツや牛乳

などを！ 

果物や野菜料理を追加してみよう！ 

激しい運動を続けると、鉄などのミネラルが

減少したり、疲労でビタミン類が不足したりし

ます。そこで、これらの栄養素を効果的に摂取

するよう工夫してみましょう。 

を じ ょ う ぶ に す る た め に 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11

月

号 

発行元 学校給食センター 

毎月１９日は食育の日 

おうちの人とよみましょう。 

朝晩の冷え込みに秋が深まっていることを感じます。晩秋と呼ばれるこの時期は、魚、肉、野菜、果

物などが一段とおいしさを増してきます。冬の訪れに備え、秋の実りをバランスよく生かした食事で、

寒さに負けない体づくりに励みましょう。 

「和食の日」は、秋の実りの季節に日本食について見直し、「和食」

文化の保護と継承の大切さを考える日として制定されました。「和食」

は自然の恵みを生かす日本の食文化としてユネスコ無形文化遺産にも

登録され、世界の注目を集めています。 

県産の米粉と小麦粉を

使用して作ります。 

ふっくらもちもちした

食感が特徴です。 

中国生まれの野菜、サイシンと

ブロッコリーをかけ合わせて 

作られた、山口県オリ

ジナル野菜です。花

も葉も茎も全て食

べることができま

す。 

ねたろう週間（地産地消週間）の学校給食では、山口県や山陽小野田市で生産された食材を特に多く使用しまし

た。地域でどのようなものが生産されているか知り、生産者や食材に感謝し、給食をさらにおいしくいただきまし

ょう。 

ごはん 

米粉パン 

サワラ はなっこりー 

みかん 豆腐 

山陽小野田市産の米、

「ヒノヒカリ」を使用し

ています。給食センター

で炊いた、炊きたてのご

はんが学校に届きます。 

周防大島町で収穫された

みかんを使用しています。

周防大島町のみかんは、山

口県のかんきつ生産量 

の9割を占めて 

います。 

魚に春と書いて「サワラ」 

と読みますが、秋以降が旬 

の魚です。山口県では日本海側で

よく収穫されます。成長するに従

ってサゴシ、ナギ、サワラと 

呼び名が変わる出世魚です。 

 県内産の「サチユタカ」

という大豆を原料に作ら

れています。「サチユタカ」

はとても粒が大きく、たん

ぱく質も豊富に含まれて 

 います。 

見学試食会のお知らせ 

保護者の方を対象に山陽小野田

市学校給食センターの施設見学・

給食試食会を予定しております。

地域ごとに順次開催しますので、

詳細は学校で配布される 

案内文をご覧 

ください。 

多様で新鮮な 
食材そのものを生かす 

日本の国土は南北に長く、豊かな
自然が広がっているため、各地域で
多様な食材が使われています。ま
た、素材の味わいを活かす調理技
術・調理道具が発達しています。 

健康的な栄養バランス 

自然の美しさや 
季節を食で表現 

自然の美しさや四季のうつろ
いを表現することも和食の特徴
のひとつです。季節の花や葉など
で料理を飾りつけたり、季節に合
った食材や食器を利用したりし
て、季節感を楽しみます。 

年中行事と関わり 
 

日本の食文化は、年中行
事と密接に関わりがありま
す。自然の恵みである「食」
を分け合い、「食」の時間を
共有にすることで、家族や
地域の絆を深めてきまし
た。 

山口県の郷土料理   

～けんちょう～ 
 

 

 

 

11月19日の 
給食にけんちょう 
が出ます。 

大根や人参など旬の野菜とくずした
豆腐を油で一緒に炒め、汁気がなくなる
まで煮含めたものです。醤油、みりん、
酒、砂糖などで味を付けています。 
大鍋でたくさん作って、作り置き温め

なおすごとに味がなじんで 
おいしくなります。 

感謝して食べましょう 
 11月23日は「勤労感謝の日」です。毎日の食事はたくさん
の人たちの手によって作られているので、感謝の気持ちを忘れ
ないようにしましょう。 
残さず食べること、好き嫌いしないこと、食器を丁寧にあつ

かうことも食事を作ってくれる人たちに感謝することになりま
す。また、「いただきます」「ごちそうさまでした」のあいさつも
忘れずにしましょう。 

調理員さん 
給食当番 

栄養士 

八百屋さん 

パン屋さん 牛乳屋さん 

※給食食材の一部は「学校給食県産食材拡大事業」により、ＪＡグループ山口、水産関係団体、山口県などから一部助成を受けています。 

和食の基本である一汁三菜
は理想的な栄養バランスと言
われています。また、「うま味」 
を上手に使うことによって油
の摂取が抑えられ、日本人の
長寿や肥満防止に役立ってい
ます。 

地域で取れた食材を、地域で食べることを「地産地消」と言います。地産地消にはたくさんの良いとこ

ろがあります。 

11月12日～16日は 

ねたろう週間（地産地消週間）でした。 

◎生産者の顔が 

見えて安心 

◎生産されてから食べるまでに 

時間がかからないため、新鮮 

◎運ぶ距離が短く 

環境にやさしい 

◎地域の食文化

がわかる 



小学校 3・４年生給食時間「食べ物の３つのはたらきを知ろう」 

朝夕の寒さが厳しくなってきました。体調を崩しやすい季節です。 

体を温めてくれる根菜類や、ビタミンたっぷりの野菜や果物や、免疫力を高めてくれるきのこなどをたく

さん食べて、寒さに負けない体をつくりましょう。 

発行元 学校給食センター 

毎月１９日は食育の日 
。 

11月 15日に本山公民館、22日に高泊公民館の受講生のみなさんが、 

学校給食センターに来られ、施設の見学と給食の試食をされました。 

「衛生的な最新施設におどろいた」 

「アレルギー対応をきちんとされているのが素晴らしい」 

「味噌汁がうす味でよいと思った」 

「緑の野菜などを入れた方が彩りがよくなると思う」 

などの御意見をいただきました。 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

  

給食センターの栄養教諭・学校栄養職員が、市内の小中学校を巡回し食育指導をしています。 

 2学期に実践した事例を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

「寝太郎かぼちゃ」は、山陽小野田市のブランド野菜です。平成 23年より出荷が開始されま

した。「くりゆたか」という品種で、ほくほくとした食感と甘みの強さが特徴です。 

このたび、市内の寝太郎かぼちゃ生産者の方から約２００kgの寄贈を受け、冬至前となる 14

日（金）の給食で、「寝太郎かぼちゃの ABC スープ」として調理しました。今年は、酷暑で

かぼちゃの芽の出が悪く苦労されたそうですが、黄色く色づいたおいしいかぼちゃを味わい

ました。 

12

月

号 

大みそかに「年越
としこ

しそば」を食べるのは、江戸時代中期からの習慣といわれて

います。そばのように細く長く達者で暮らせることを願い、食べられてきたそ

うです。またそばは切れやすいことから、今年の悪いことは切り捨て、新年に

持ち越したくないという思いや、やせた土地でも力強く育つそばにあやかりた

いとの思いも込められています。 

 

年越しそば 

 

中学１年生家庭科 

「給食センターに詳しくなろう」 

 

小学校 4年生学級活動  

「山口県のおいしい食べ物を知ろう」 

 

 

小学校 6年生家庭科「1食分の献立を考えよう」 

O 

          

「おせち」というのは、季節の変わり目の「節
せち

日
にち

」のことで、そのときに食べ

るのが「おせち料理」です。節
せち

日
にち

は、1月 1日の他に、3月 3日（ひなまつり）、

5 月 5 日（端午
た ん ご

の節句）、7 月 7 日（たなばた）などがあります。1 月 1 日の

おせちは料理は、お正月の間は料理をせず、家族みんなで楽しく過ごせるように

と、料理を作っておくようにしたのが始まりです。 

 

 

 

おせち料理 

 

新しい年を迎えるお祝いの料理なので、おめでたい材料を使っています。例えば、めでたい
．．．．

のた
．

い
．
、よろこぶ
．．．．

のこぶ
．．

、腰が曲がるまで長生きできるようにというえび
．．

などです。 

おせち料理はいろいろ食べると自然に栄養のバランスがよくなるように考えてあります。 

 

ぞう煮 お正月に「ぞう煮」を食べる習慣は室町時代からありました。 

年越しのときにお供えしたもちを、他の材料と一緒に煮て食べたのが始まりで

す。昔は今と違って、もちは、特別な行事のときだけ食べることができる大切な

食べ物でした。「ぞう煮」は、地方によってずいぶん違います。関東風はすまし

汁、関西風はみそ味です。もちの形も、関東は四角い切り餅、関西は丸い餅。 

 焼いて入れたり、茹でて入れたりします。餅の他の材料は、その土地でとれる物を入れて作ること

が多いようです。 



冬休みも終わり、3 学期が始まりました。寒さが増し、風邪や感染症などが流行する時期です。生活リズムを整え元気

に過ごしましょう。 

発行元 学校給食センター 

毎月１９日は食育の日 

ふ ぐ 

 下関市彦島にある南風泊市場（はえどまりしじょう）は、天然ふぐの取り扱い量が日本一でふぐ専門の市場として

有名です。山口県では、『ふぐ』のことを“福”につながるように願って『ふく』と呼ぶこともあります。 

15 日の給食の「小ふぐのからあげ」は山口県や水産団体などから一部助成金を受けて提供しました。 

 

ネ ギ 三 昧 

 山陽小野田市の高泊地区にある農園「グリーンハウス」で生産されているのが“ネギ三昧”です。グリーン

ハウスの大きさは東京ドーム 2 つ分で、100 棟以上の大きなビニールハウスがあります。 

ネギ三昧は、山陽小野田市や山口県内だけでなく、東京や大阪にも出荷され親しまれています。 

 

 

温 州 み か ん 

温州みかんは明治時代から本格的に栽培が始まり、山口県では、周防大島町、柳井市、防府市、

下関市など広範囲で生産されています。特に周防大島町は、雨が少ない気候や、日当たり・水はけ

がよい地形がみかん栽培に適しており、県内全体の約８割の生産量を担う産地です。  

“みかん鍋”という郷土料理も伝わっています。  

 

 

岩 国 れ ん こ ん 

 岩国れんこんは江戸時代より栽培されていて、もっちりとした粘りとシャキシャキとした

食感が特徴です。岩国れんこんは普通のれんこんより 1 つ多い 9 つの穴が空いていて、江

戸時代の岩国藩主「吉川家」の家紋に形が似ていたことから、当時の殿様に大変喜ばれたと

されています。この岩国れんこんを使用した郷土料理『岩国ずし』は、別名“殿様ずし”と

も呼ばれています。  

※その他、ほうれん草・もやし・豆腐・納豆・サバ・お肉など、多くの地場産食材のを使用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

明治 22 年〈給食の始まり〉 

山形県鶴岡町（今の鶴岡市）の私立忠愛小学校で家庭の事情で

弁当をもってこられない児童のために昼ごはんを出したのが給食

の始まりです。1 月 24 日の給食はこれにちなんで「鮭の塩焼き」 

と「たくあんのごま炒め」の献立です。 

 

昭和 17 年〈給食の停止〉 

戦争が始まって、食糧が不足してきました。ほとんどの地域で

給食は中止されてしまいます。 

 

昭和 22 年〈給食の再開〉 

昭和 20 年、第二次世界大戦が終わりました。国民は食べ物がな

く栄養失調に苦しんでいました。それを救ったのが、LARA 物資

（ユニセフの救援物資）から送られた食糧でした。昭和 21 年 11

月 30 日、ミルク・小麦粉・バター・ジャム・缶詰などの食糧を積

んだ輸送船が横浜に到着しました。この物資を使って、12 月 24

日から、東京・横浜などの都市で給食が再開されました。 

 

昭和 30 年～40 年〈パンとミルクの給食〉 

主食にパンが出るようになりました。ミルクは、牛乳から脂肪

分を抜いて水分を飛ばした粉末を使った脱脂粉乳でした。また、

栄養価の高い鯨肉が安かったので、給食によく使われていました。 

 

昭和 50 年～60 年〈牛乳と米飯給食〉 

脱脂粉乳が牛乳に代わり、米飯給食が始まりました。 

 

現在～〈献立の多様化と食育の推進〉 

米飯給食が定着し、行事食や郷土料理、地場産給食が取り入れられるようになりました。 

また、国際理解教育が進み、外国料理も給食に出るようになりました。 

子どもの食生活の変化や「食育基本法」の制定により、学校給食の目標が栄養の確保だけでなく、     

「食育の推進」を重視したものになっています。 

昭和 21 年 12 月 24 日、戦後の学校給食がはじまりました。この日は学校が冬休みなので、1 か月

遅れの 1 月 24 日が≪給食記念日≫になり、その後 31 日までが≪全国学校給食週間≫と定められまし

た。学校給食の歴史を振り返ってみましょう。 

 

１

月

号 

1 月 15 日(火)～21 日(月)は『ねたろうくん週間(地場産給食週間)』です。地元の食材を特に多く使用して給食を作

ります。地元で作られる食材を知り、おいしく感謝して食べましょう。 

 

 

 

 

学 校 給 食 週 間 (1/24～1/31) 

学 校 給 食 の 歴 史  

おにぎり 

鮭の塩焼き 

漬物 

すいとんの 

味噌汁 

ミルク・トマトシチュー 

パン 

ミルク 

鯨の竜田揚げ 

せんキャベツ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２

月

号 

２月３日 は 

節分でした 
季節の変わり目に、鬼に例えて病気などの災いを追いはらう行事です。昔は豆には霊力があると信じら

れていたため、鬼（病気や災い）を追いはらう道具として豆が用いられています。他にも、節分に食べる

料理にも意味が込められているので、紹介します。 

くじら料理 
主に山口県での風習です。大きい

ものを食べ、大きな幸せをつかむと

いう意味が込められています。2月

1日に節分献立として、くじらの竜

田揚げを提供しました。 

巻き寿司 
その年の神様がいる「恵方」を

向いて、願い事をしながら無言で

食べきると１年よいこと 

があると言われています。 

今年は東北東でした。 

いわし料理 
鬼の苦手ないわしを柊(ひいらぎ)

の枝に刺して、家の玄関や窓に結び

付け、鬼を追い払います。 

柊には厄除けの意味が 

込められています。 

中学３年生に聞きました！ 

「学校給食の思い出や感想は？」 

2 月 4 日は「立春」でした。暦の上では春となりましたが、まだまだ寒い日が続いています。外出後

は必ず手洗い・うがいを行い、風邪の予防に努めましょう。栄養と睡眠をしっかりとることも肝心です。 

毎月１９日は食育の日 

発行元 学校給食センター 

「もう一度食べたい！あの給食は？」 

朝、寒さで布団やベッドから出るのがつらいと感じている人も多いのではないでしょうか。そんな時ほど気合

いを入れて起き上がり、まずは朝ごはんをしっかり食べましょう。朝ごはんを食べることで、寝ている時に下が

った体温が上がり、体がポカポカしてきます。 

 

健康的な食生活を送ろう 
～食べていますか？朝ごはん～ 

★1日3回の食事の中で、特に朝ごはんが重要視 
されているのはなぜ？ 
朝ごはんは、栄養素をとるだけでなく、睡眠による休

息モードから活動モードへ心身を切りかえる働きがあ

ります。生活リズムを整える大切な働きがあるため、重

要視されています。 

 

★朝ごはんの大切な役割とは？ 
胃腸などの内臓を活発に働かせ、血流をよくし、体温

を上昇させ、排便もスムーズに行われるようになりま

す。また脳にもエネルギーが補給されるため、栄養バラ

ンスのよい朝ごはんを食べると集中力がアップします。 

何も食べていない人は、まずパンだけ、ごはんだけで

もいいので、何か食べてくることから始めてみましょ

う。朝食を食べている人はステップアップして、主食＋

主菜＋副菜の揃ったバランスのよい朝ごはんを心がけ

ましょう。 

 

朝ごはんのはたらき 

脳の働きアップ 

胃腸が働く 

目覚める 

血流がよくなる 

体温が上がる 

夕食のおかずを余分に作り 

朝食のおかずにする、ヨーグルトや

バナナ等手軽に準備できる食材をそ

ろえておく等、工夫されてみてくだ 

さい。 

同じメニューでも家のと
は具も味も少し違ったの
で食べていて楽しかっ
た。 

クラス全員で笑ったりして
楽しく食事ができました。
減らしたり増やしたり、自
分たちで協力して完食する
のがうれしかったです。 

●〇● 給食センター見学試食会を開催しました ●〇● 

小学校のころは正直給食があ
まり好きではなく残していた
けど、中学生では何でもおいし
く感じるようになり、食べられ
るようになりました。あんな安
く食事ができているのであり
がたかったです。 

栄養豊富でバランスの良
い給食だったので、放課
後の部活もがんばれまし
た。 

1 位 チキンチキンごぼう 

2 位 きなこパン   3 位 小野茶ムース 

4 位 カレー     5 位 からあげ 

 

どの給食もおいしくて、い
つも給食の時間が楽しみで
した。おなかが鳴って恥ず
かしかったことがたくさん
ありました。それくらい給
食が、待ち遠しかったです。 
 
 

いつも給食をにおいで判断す
るのが楽しかったです。におい
でわからないときは見て、「こ
れなんだ」と思うのも楽しかっ
たです。カレーの時は、いつも
食べすぎておなかが痛くなる
こともありました。 

1 週間のうち、5 日も食べる
ことができ、おいしく、と
てもすごいと思います。学
校給食は最後の年なので、
とても悲しいですが、最後
までおいしくいただきま
す。 

魚のフライの骨に苦戦し
て、昼休みをつぶしたこと
が思い出です。今はもう大
丈夫です。 
 

この 9 年間で給食を通してい
ろんな国や地域の料理と出会
い、味わうことができて本当に
良かったと思う。小学生の頃は
野菜が苦手であまり食べられ
なかったけど、今ではなぜか食
べられるようになった。 
 

毎日残さずたくさん食べ
たので身長が 20cm、3 年
間で伸びました。 

私は給食が大好きでした。とて
もおいしく、初めて食べるメニュ
ーもあってわくわくでした。中学 3
年生でセンター給食になると聞き
ニュースでも色々聞いていたので
不安でしたが、温かくておいしく
て不安が消えました。今も給食が
大好きです。 
 

他にも、わかめごはん・揚げポテトのチーズソースがけ・ミルメーク・ケーキ等、様々なリクエス
トがありました。１～５位の中で、現在提供可能なものを 2 月の献立に取り入れています。 

チキンチキンれんこんや
きなこパンが思い出に残
っています。毎日美味しい
給食を作ってくださって
ありがとうございました。 
 

 1月 17日～2月 14 日の期

間、５回にわたって中学校区ご

とに給食センター見学試食会

を開催しました。給食センター

の取組について知っていただ

くため、施設概要や衛生管理、

食育などについて説明しまし

た。お忙しい中、多くの方に参

加していただきましてありが

とうございました。 

 児童・生徒のみなさんを代表して、各中学校の 3 年生に、ア

ンケートを実施いたしました。その結果をお知らせします。 

思い出や、感想の一部をご紹介します。 

↑食缶の説明の様子 ↑２F からの配食見学の様子 

 

←試食会配膳の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賞名 学校名 学年 作品名 

佳作 竜王中学校 1年 とりのラタトゥイユグラタン 

アイディア賞 高千帆中学校 1年 かぼちゃの白玉だんごと夏野菜のスープ 

アイディア賞 高千帆中学校 1年 瓦ホイル焼きそば 

３

月

号 

発行元 学校給食センター 

毎月１９日は食育の日 

今年も１年間、授業や給食の時間を通して食に関する様々なことを学んできました。しっかり身に

ついていますか？ １年間を振り返り、できるようになったことをチェックしてみましょう。 

食生活 チェック  ～自分の食生活を振り返ろう～ 

＼身についていますか？ ／ 
？ 

結果はどうでしたか？ 

心と体の健康のためには、栄養とバランスの良い

食事、規則正しい食習慣が基本です。できなかった 

ことは、意識して取り組むようにしましょう。 

□朝ごはんを毎日 

食べている。 

 

□給食に関わる人 

に感謝して食べる 

ことができている。 

 

□食べる前に、 

 手洗いをしている。 

 

□好き嫌いしない 

で残さず食べて 

いる。 

 

□日本にある行事食 

や郷土料理など、 

食文化を知ることが 

できた。 

□給食当番や係の 

仕事で協力すること 

ができている。 

 

□食事のマナーに 

気を付けて食べ 

ている。 

 

□家族や友達と 

一緒に楽しく食べ 

ている。 

□噛むことを意識 

してよく噛んで 

食べている。 

 １年間ありがとうございました 

１年間、山陽小野田市の学校給食 

に、御理解と御協力をいただきまして、ありがとうございました。 

新年度も「安心・安全」を第一に、さらに魅力的な給食 

づくりができるよう、職員一同精進してまいります。引 

き続き、よろしくお願いいたします。 

日に日に春の訪れが感じられるようになりました。昔から「三寒四温」といいますが、寒い日と暖

かい日を繰り返しながら春は確実に近づいています。体調管理に気を付けて、残りの学校生活を元気

に過ごしましょう。 

３月３日はひなまつりでした。桃の節句ともいい、女の子

の健やかな成長を祈る行事です。ひなまつりには、古くから

伝わるお祝い料理があります。3月１日の給食では、ひなあ

られを提供しました。 

３ ３ 

ひしもち 
３色の餅が重なってお

り、色に願いが込められて
います。緑は長寿や健康、

白は清浄、桃色は魔除けを
表しています。 

ひなあられ 

ひな人形を見せて歩く
「ひなの国見せ」の際に、外
で食べる物として、ひなあ

られを持ち歩いたとされて
います。ひしもちと同じよ
うに、色に願いが込められ
ています。 

白酒 
 

米などの穀物から作られた
お酒です。元々は、魔除けや長

寿をもたらすと言われている、
桃の花で漬けた「桃花酒（とう
かしゅ）」が飲まれていました。

白酒が定着したのは江戸時代
になってからです。 

はまぐりは対になってい
る殻でなければピッタリと

合わないことから、仲の良い
夫婦を表し、一生一人の人と
連添うようにという願いが

込められています。 

はまぐりの吸物 
ちらし寿司 

海老には腰が曲がるまで

長生きするように、れんこ
んには、将来の見通しがよ
くなるようになど、使われ

ている具材それぞれに願い
が込められています。 

 

夏に山口県学校給食会主催の「学校給食料理コンクール」の募集がありました。テーマは「山口県産

食材を使った料理～こんな料理が給食にでたらいいな～」でした。小学校 20 校 239 作品、中学校

16校 510作品の応募のうち、市内の中学生が考えた 3作品が入賞されましたのでご紹介します。 
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